
『ちょろりんのすてきなセーター』

降矢なな

ちょろりんはさむがりやのトカゲの子。

ほしくてたまらないセーターを買うために

お手伝いをがんばります。けれど、その

セーターは…。ちょろりんはセーターを

手に入れることができたのでしょうか。
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あけましておめでとうございます 今年もよろしくお願いいたします

『もふもふちゃん』

ひらぎみつえ

もふもふちゃんは、毛布から生まれたお友達。

かくれんぼしたり、かいじゅうになったり…

お家の毛布で遊んでみませんか。

『ぞうさんのおふろ』

内田麟太郎

ぞうさんのおふろは、大きなおふろ。

みんなで一緒にぬくぬくぽっかぽか。

最後は鼻のシャワーできれいさっぱり。

楽しいお風呂の時間です。

今 年 は た つ 年

『レストランふろ』

麻生知子

レストランふろと書かれたのれんをくぐると、

そこにはソフトクリームのシャワーや、

ラーメンのおふろが！

なんて楽しいおふろ屋さんなんでしょう。

『ごろんごろごろ』

三浦太郎

いちごの赤ちゃん、バナナの父さんが…

みんな好きなところで「ごろんごろごろ

ひとやすみ」おやすみ前にもぴったり。

『おかしなゆきふしぎなこおり』

片平孝

冬の夜、空から雪が降ってきました。

朝になったら、外へ出て色んな形に

積もった雪や、おかしな形の氷を探しに

行きましょう!

『トントントンをまちましょう』

あまんきみこ

夕方からふりだした雪をみて、

お母さんがお鍋いっぱいの甘酒

を作り始めました。すると、

トントントン。誰が来たのかな?

紹介した絵本は、

児童室【ふゆのおはなし】コーナーで展示中です。

『あいたいなシマエナガ』

山本光一

北海道に住む鳥、「シマエナガ」。

雪の妖精と言われるシマエナガの秘密

をたくさんの写真と共にどうぞ。

『モカとつくるホットチョコレート』

刀根里衣

さむーい日にホットチョコレートはいかが？

読み終わった後は体も心もぽっかぽか。

レシピもついてます。

0歳～ 3歳～



子どもだけではもったいない！大人の方にも読んでほしい児童書を紹介します。

『なにしているの?』

五味太郎

タツ年生まれの人はどんな人?!

タツ年のあなたに!

タツ年のあの人に!

『リュウのむすめとおいしゃさん』

谷真介

動物と話ができるお医者さんの家にリュウの

患者がやってきました。

誰でも治してくれる心優しいお医者さんと

リュウのお話。

今 年 は た つ 年
今年の干支は辰ですね。辰と新年にちなんだ絵本を紹介します。

『お正月がやってくる』

秋山とも子

大掃除やお節を作ったりと忙しい年末が

終わると、めでたいお正月です。

ある一家の年末年始の様子を感じて

みましょう。

『おせちのみんなあつまって』

真珠まりこ

おせち料理に入るのは誰かな?

はいはいはーい!とみんな元気に

おじゅうに入っていきます。

おせちに込められた意味と

願いもわかります。

『はっけよい！おせちばしょ』

奥原弘美

重箱の真ん中をかけた、おせちのすもう大会。

今年の黒豆は、たくさん練習してたくさん食べ、

いつもと違います。

黒豆は重箱のど真ん中になれるでしょうか。

『十二支のおはなし』

内田麟太郎

干支に順番があるのはどうして?

猫がネズミを追っかけるのは

どうして?

へ～!がいっぱいです。

大人も楽しめる児童書

『二番目の悪者』

林木林

「これが全て作り話だと言い切れるだろう

か?」から始まるこのお話。一国の王になり

たい金のたてがみをもつライオンが王にな

るためにしたこととは。そしてその結末と

は・・・。

『かこさとし童話集』動物のおはなし

その1～3

かこさとし

動物のおはなしがたくさん詰まった童話集です。

からすのカンタくんのその後のお話など、気になるお

話がたくさん。素敵な挿絵とともにどうぞ。


